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仲よし

５
月
の
あ
る
土
噸
日
。
船
橘
漁
港

か
ら
巻
き
網
船
団
の
運
搬
船
、
２
０

０
１
謡
零
丸
が
出
港
し
た
。
沖
ま
で

わ
ず
か
。
乗
り
組
ん
だ
人
た
ち
が
甲

板
に
山
俄
み
の
ハ
マ
グ
リ
の
稚
貝
を

ス
コ
ッ
プ
で
次
々
海
中
に
投
げ
込
ん

だ
。
写
真
に
は
陸
地
が
写
ら
な
い
よ

う
注
意
す
る
。
密
漁
者
に
場
所
が
特

定
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
だ
。

船
橘
市
沖
の
三
番
瀬
で
、
同
市
漁
協

が
４
年
前
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
放

流
だ
。三

番
瀬
は
同
市
か
ら
浦
安
沖
に
か

け
広
が
る
１
８
０
０
鯵
の
浅
瀬
。
干

潮
時
は
水
深
２
～
０
瞬
と
、
海
底
も

顔
を
見
せ
る
。
ア
ジ
や
ゴ
マ
サ
バ
、

ス
ズ
キ
、
カ
レ
イ
、
エ
ボ
ダ
イ
、
カ

マ
ス
…
。
タ
チ
ウ
オ
や
ト
ラ
フ
グ
も

交
じ
る
。
船
橘
漁
港
を
彩
る
東
京
湾

の
魚
た
ち
も
三
番
瀬
の
恵
み
を
受
け

る
。
昨
年
は
マ
イ
ワ
シ
が
１
７
４
２

ト
ン
と
約
加
年
ぶ
り
の
豊
漁
だ
っ
た
。

だ
が
、
ほ
と
ん
ど
は
東
京
・
築
地
や

銚
子
方
面
な
ど
に
出
荷
さ
れ
へ
地
元

で
の
消
費
は
意
外
に
も
少
な
い
。

「
東
京
湾
Ⅱ
汚
染
」
と
い
う
高
度

成
長
期
の
イ
メ
ー
ジ
も
。
大
野
一
敏
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生
命
維
持
装
砥
」
と
話
す
。

船
続
駅
近
く
の
繁
華
雷
の
料
理
店

「
三
番
瀬
」
は
、
「
大
平
丸
直
送
」

を
掲
げ
肥
年
開
店
し
た
。
港
で
魚
が

揚
が
ら
な
い
日
は
、
予
約
客
以
外
の

魚
が
そ
ろ
え
ら
れ
ず
、
の
れ
ん
を
出

さ
な
い
。
店
主
の
根
岸
賢
司
さ
ん

。＝ 三▼＝ご弓
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東京湾の､生命維持装置、三番瀬

同
漁
協
組
合
長
（
、
）
ば
、
「
い
ま
は

悪
臭
も
な
く
な
り
、
見
た
目
に
も
き

れ
い
な
海
に
な
っ
た
」
と
振
り
返

る
。
東
京
湾
横
断
道
路
計
画
を
耳
に

し
て
瓢
年
、
先
篭
格
の
米
・
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
湾
を
視
察
し
た
。
一
部

が
産
廃
や
家
庭
ご
み
で
埋
め
立
て
ら

れ
た
が
、
そ
の
後
埋
め
立
て
は
禁
じ

ら
れ
、
湾
内
の
生
き
物
が
ど
う
生
き

る
か
人
々
が
考
え
始
め
て
い
た
。

侭腫囲砺嘩諦Ｘ
●高さ2.87海

●重さ約2.8トン

●面積畳21畳分

翻現在の鬼瓦は、1965年

のふき替えの際に取り。

付けられた。２６枚の瓦

をボルトでつなぐ。Ｉ
●鬼瓦上部にある３本の腰

筒は「経の巻き｣と呼

ばれ､直径だけで１海’

ほどもある。

”

弱く７９t上 ヨ
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、
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ナ

ざ金津'

（
豹
）
喧
、
毎
朝
港
で
水
揚
げ
さ
れ
る
ｒ
ｆ
ｒ
ｌ
川
川

騰
縞
儒
垂
や
蝿
施
湧
・
》
・
鞍

》
》
》
》
》
》
》
》
｜
剛
脚

ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
ブ
だ
．
（
吉
井
亨
）
の
卜

裏
目
、
「
ち
ん
ど
ま
あ
く
＠
マ
ー

東
京
」
で
す
。

ナ
ボ

◆
自
然
観
察
会
盛
ん

、
三

｡

か
い
去
ｇ
・
公
称
ぞ

「
２
０
０
１
大
平
丸
」
は
、
吸
い
上
げ

，
た
海
水
を
後
尾
に
噸
射
し
て
進
む
ウ
オ
ー
“

タ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
式
。
ス
ク
リ
ュ
ー
が
露
出

し
て
い
な
い
た
め
、
網
を
傷
つ
け
に
く
”
・

く
、
海
に
落
ち
た
人
も
け
が
し
に
く
い
。

８
畳
間
ほ
ど
の
広
さ
の
キ
ャ
ビ
ン
（
客

室
）
も
備
え
る
。
湾
内
ク
ル
ー
ザ
ー
も
か

ね
る
。
「
後
継
者
を
育
て
る
の
に
、
漁
船
』

も
格
好
良
く
な
け
れ
ば
」
と
、
視
察
皿
年
一

ほ
ど
後
に
大
野
さ
ん
が
導
入
し
た
。
船
緬

市
漁
協
で
は
郷
土
学
習
誹
座
を
開
識
中
。

次
回
は
「
船
橘
地
先
の
埋
立
と
海
岸
線
の
二

推
移
」
（
７
月
妬
日
）
・
問
い
合
わ
せ

は
、
同
漁
協
（
０
４
７
．
４
３
１
．
２
０

４
１
）
へ
。

劇

コ
マ「

訓
年
先
を
行
っ
て
い
た
」

大
野
さ
ん
は
、
再
生
計
画
雪
を
持

ち
帰
り
専
門
家
に
翻
訳
し
て
も
ら
い

出
版
し
た
。
箸
誉
「
東
京
湾
で
怠
き

追
う
」
（
草
思
社
）
で
、
三
番
瀬
に

光
を
当
て
た
。
江
戸
時
代
か
ら
漁
が

盛
ん
な
場
所
。
１
個
体
の
ア
サ
リ
が

数
千
の
卵
を
産
み
、
湾
内
を
浮
遊
、

そ
れ
を
エ
サ
に
魚
が
群
が
る
。
日
々

繰
り
返
さ
れ
る
干
満
の
営
み
。
大
野

十
が
』
〃
“

「

》
聖

場スタイルで

Ｐ

漁涛蕪胤世界一の大きさの鬼瓦 〕２１畳分､てつぺんに

ア
守
り
は

■
■

許

監
喰

菌

の
魚
が
い
な
く
な
る
。
い
わ
ば

さ
ん
は
、
「
酸
素
が
直
に
供
給

る
。
三
番
瀬
が
無
く
な
る
と
案

．
漁
船
も
格
好
よ
く

『
匡

Ｆ
■

三
番
瀬
で
は
、
市
民
団
体
主
催
の
自
然

観
察
会
も
盛
ん
だ
。
ハ
ゼ
や
ボ
ラ
の
小
魚

の
魚
影
が
動
き
、
泥
穴
に
掘
っ
た
巣
穴
か

ら
ア
ナ
ジ
ャ
コ
の
群
れ
が
姿
を
見
せ
る
。

長
靴
で
沖
ま
で
歩
き
振
り
返
る
と
、
海
底

が
臼
に
輝
き
別
世
界
に
見
え
た
。
県
野
鳥
一

の
会
は
毎
月
第
１
日
曜
日
に
開
催
。
次
回
〕
一

は
７
月
５
日
。
問
い
合
わ
せ
は
田
久
保
さ
《

ん
（
０
４
７
．
４
３
４
．
９
８
２
４
）

へ
。
ふ
な
ば
し
三
番
瀬
海
浜
公
園
干
潟
出

入
り
口
の
看
板
「
海
浜
に
募
ら
す
仲
間
た

ち
」
は
、
バ
カ
ガ
イ
「
肉
は
ア
オ
ヤ
ギ
、

貝
柱
は
ア
ラ
レ
と
呼
ば
れ
美
味
」
な
ど
、

イ
ラ
ス
ト
に
生
態
な
ど
が
解
説
さ
れ
て
い

て
ユ
ニ
ー
ク
だ
。
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誕生寺は日蓮聖人生誕の地に1276

（建治２）年に建畠立されたが、２度

の大地震と津波で水没し、現在地に

移った。その後、大火で仁王門を残

して焼失、鬼瓦が城っている祖師堂
は1846（弘化３）年に再3達された。

鬼瓦の大きさ世界一は、ギネスブ

ック英語版だと、０７年２月に登録さ

れた兵庫県加東市にある念仏宗無賦

寿寺総本山の鬼瓦。高さ９蔀、幅

8.8蔵ある。誕生寺は同日本語版に

94年に登録されている。その他にも

近年、モニュメントなどで世界一を

うたう鬼瓦があるが、江戸時代から

何度もふき替えられながら延守ら

てきた誕生寺の鬼瓦は別格といえ

う。

その鬼瓦だが、高さ約30蔵の屋

のてつぺんに鎮座しているため２，

分という大きさは実感しにくい。

較するものがそばにあれば、わか

やすいのだが、こればかりはどう

もならない。

鬼瓦を支える総ケヤキ造りの祖

堂にはケヤキの柱が52本も入って

る。この柱と建築用材は、もとも

江戸城改築用として用意されたも
だった。これを江戸へと運ぶ伊達
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